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新
燃
岳

　

新
燃
岳
は
約
１
万
７
０
０
０
年
前
ま

で
に
そ
の
山
体
は
完
成
し
ま
し
た
が
、

１
７
１
６
〜
１
７
１
７
年
、
１
８
２
２

年
、
１
９
５
９
年
な
ど
噴
火
記
録
が

残
っ
て
お
り
、
歴
史
時
代
に
入
っ
て
か

ら
再
び
活
動
を
始
め
た
た
め
、「
新
燃

岳
」の
名
が
付
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

頂
部
に
は
直
径
約
７
０
０
㍍
の
火
口

が
あ
り
、
火
口
内
に
は
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
の
火
口
湖
が
あ
る
高
さ

１
４
２
１
㍍
の
火
山
で
す
。

　

火
口
の
南
縁
に
あ
る
二
つ
の
大
岩
は

「
天
狗
岩
」
ま
た
は
「
う
さ
ぎ
の
耳
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

新
燃
岳
の
山
麓
部
に
は
１
７
１
６
〜

１
７
１
７
年
の
噴
火
の
際
に
発
生
し
た

火
砕
流
に
巻
き
込
ま
れ
て
炭
化
し
た
樹

幹
（
炭
化
木
）
が
多
数
見
ら
れ
、
こ
の

噴
火
の
前
に
は
極
め
て
豊
か
な
森
が
広

が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
以
降
、
火
山
活
動
が
活

発
に
な
り
、
現
在
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
２

で
火
口
か
ら
半
径
１
㌔
㍍
以
内
は
立
入

り
禁
止
で
、
現
在
霧
島
山
の
縦
走
は
で

き
ま
せ
ん
。
平
成
22
年
７
月
10
日
の
噴

火
で
は
、
噴
石
・
火
砕
流
を
伴
っ
た
噴

火
が
あ
り
ま
し
た
。
危
険
で
す
の
で
絶

対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
霧
島
市
企
画
部
企
画
政
策
課

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

℡
：
０
９
９
５
‐
64
‐
０
９
３
６

８ ６８ ８ ０５ １
お手数ですが

50円切手を

お貼り下さい

小林市役所 総務課
広報こばやし編集室　行

（広報こばやし№58　2011. １月号）

ご氏名
フリガナ

ご住所
（イニシャルまたはペンネームも記入ください）

興味を
持った
コーナー
３つ

クイズの答

電話（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

①

②

③

P O S T　C A R D ←
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。（
官
製
は
が
き
で
も
可
）。
お
便
り
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　ジオパークとは地質学
的に重要で貴重、また美
しい地球活動の遺産が多
数存在する自然公園で
す。このコーナーでは、
霧島山の歴史や魅力につ
いて紹介します。
　霧島山を取り巻く鹿児
島・宮崎両県の５市１町
を中心に構成する霧島ジ
オパーク推進連絡協議会
は、世界ジオパークネッ
トワークに加盟するため
の取り組みを推進してい
きます。

　広報クイズ　広報クイズ

問題：明けましておめでとうございます。今年は○○の問題：明けましておめでとうございます。今年は○○の
まちづくりで飛躍の年へ。（２ページ参照）まちづくりで飛躍の年へ。（２ページ参照）
　クイズの答・今月号で興味を持ったコーナー３つ・住
所・氏名・電話番号を明記して応募してください。今月は、
抽選で５人に図書カード図書カードをプレゼント。
【締切】１月21日（金）〔当日消印有効〕
　応募は一人１枚まで。広報こばやし 12 月号のクイズの答
えは「地デジ」でした。41 人から応募があり 41 人が正解。
厳正な抽選の結果、正解者の中から５人に景品を贈りまし
た。
【宛先】〒886-8501
（住所不要）小林市総務課広報

人口
男
女

世帯数 １９，８６６世帯
平成22年12月 1日現在現住人口　　（前月比、前年同月比）

現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の転入・

転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。

４７，５９１人
２２，０９５人
２５，４９６人

（－６、+１６４）

（－28、－３６９）
（－２５、－２０４）
（－３、－１６５）

　人のうごき（小林市の人口）　人のうごき（小林市の人口）

今
月
（
12
月
）
号
は
、や
は
り
「
こ

ば
や
し
秋
ま
つ
り
」
で
す
ね
。

私
の
子
ど
も
の
頃
は
「
豊
年
（
ほ
ぜ
）

祭
り
」。
商
店
街
で
の
パ
レ
ー
ド
と
か

忘
れ
な
い
情
景
で
す
。
先
日
久
し
振
り

に
帰
省
し
ま
し
た
が
、
来
年
は
ぜ
ひ
と

も
秋
ま
つ
り
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
野
尻
の
街
道
沿
い
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
圧
巻
で
す
ね
。
年
々

数
と
規
模
が
素
晴
ら
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
小
林
駅
前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

も
最
高
で
す
。　

　
　
　
（
Ｋ
Ｍ
さ
ん
・
千
葉
県
松
戸
市
）

●

口
蹄
疫
の
影
響
で
、
今
年
は
中
止

な
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
の
じ

り
湖
ま
つ
り
が
あ
り
、
楽
し
か
っ
た
で

す
。
こ
ば
や
し
秋
ま
つ
り
２
０
１
０
も

好
天
で
開
催
さ
れ
、
賑
や
か
で
し
た
。

両
方
と
も
来
年
も
行
わ
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。（
モ
リ
ヒ
ロ
シ
さ
ん
・
水
流
迫
）

　

ま
つ
り
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
小
林
市
の
秋
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
口
蹄
疫
か
ら
の

復
興
を
願
う
市
民
の
方
々
の
熱
気
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●

野
尻
町
の
白
坂
さ
ん
が
作
っ
た
鍬

を
長
年
使
っ
て
い
ま
す
。
品
質

が
い
い
の
で
使
い
や
す
い
で
す
。
柄
が

折
れ
て
も
修
理
し
て
も
ら
え
る
の
で
、

単
な
る
物
の
売
り
買
い
だ
け
で
な
く
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
も
で
き
ま
す
。
広

報
こ
ば
や
し
を
読
ん
で
、
白
坂
さ
ん
も

若
い
頃
は
、
か
な
り
苦
労
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
び
っ
く
り
す
る
と
同
時

に
、
心
の
励
み
が
恩
師
の
手
紙
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
知
り
、
学
校
の
先
生
が

教
え
子
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を
知

り
ま
し
た
。　　
　
　
（
Ｔ
Ｈ
さ
ん
・
堤
）

　

私
も
取
材
を
通
し
て
、
人
が
生
き
る

う
え
で
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
人
や

出
来
事
が
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

●

健
康
コ
ー
ナ
ー
（
元
気
ア
ッ
プ
メ

ニ
ュ
ー
）
を
と
て
も
う
れ
し
く

読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
毎
日
使
用

し
て
い
る
食
材
の
働
き
ま
で
書
い
て
あ

り
助
か
り
ま
し
た
。
わ
が
家
の
献
立
に

少
し
で
も
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
身
近
に
あ
る

食
材
を
利
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
希
望
し

ま
す
。　　
　
（
Ｍ
Ｔ
さ
ん
・
三
ヶ
野
山
）

　

健
康
に
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ

け
た
食
事
が
大
切
で
す
よ
ね
。
今
月

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
五
目
雑
炊
も
、

と
っ
て
も
ヘ
ル
シ
ー
で
美
味
し
い
で
す

よ
。（
12
ペ
ー
ジ
）●

柚
子
食
べ
て 

不
老
長
寿
の
湯
に
つ
か
る　

小
林
合
歓
の
会　

山
本 

美
代
子

柚
子
採
れ
て 

注
文
多
き
電
話
か
な　

小
林
合
歓
の
会　

森 

昭
子

島
島
を
詭
弁
の
砕
け
骨
抜
き
の
正
気
の
息
吹
発
揚
待
た
る
る

す
め
が
み
の
傍
ら
見
上
げ
初
勤
行/

天
孫
の
き
り
し
ま
峰
に
初
日
の
出

紀
元
節
二
六
０
０
見
下
げ
ら
れ/

誇
り
な
き
世
の
末
路
な
る
政
ご
と　

真
方  

上
久
保 

年
治

空
襲
と
食
糧
難
を
乗
り
越
え
て 

今
宵
か
ぎ
り
の
喜
寿
同
窓
会　

小
林
短
歌
会 

細
野 

坂
上 

正
子

は
ら
は
ら
と 
音
な
く
背
戸
に
敷
り
し
け
る 

銀
杏
は
黄
金
晩
秋
に
映
ゆ　

宮
窪 

房
子

このコーナーでは読者の
皆さんからのお便りや投
稿をお待ちしています。
ハガキ、ＦＡＸ、Ｅメー
ルなどふるってご参加く
ださい。

①すくすく（3歳まで）…お
子さんの写真に名前、ふりが
な、性別、誕生日、コメント（40
字以内）、保護者名を添えて送
付ください。
②よもやまトーク…広報紙の
感想や最近思うこと。短歌や
俳句、イラストや写真など。
③疑問質問Ｑ＆Ａ…わからな
いことやちょっとした疑問、
気付いたことなど。
※いずれも氏名・住所・連絡
先を記入ください。左頁の広
報クイズにもレッツトライ !!

▲火口南縁にある「天狗岩」または「う
さぎの耳」と呼ばれる二つの大岩

▼エメラルドグリーンの火口湖


